
挑戦の先にあるもの 

 
校 長  相樂 雅彦 

 

先日、ミラノ・コルティナオリンピックが閉幕しました。今回のオリンピックでも多くの選手

から私たちは、感動を与えてもらいました。その中で、私は、スノーボード男子ハーフパイプの

平野歩夢選手の姿がとても印象に残りました。平野選手は、オリンピック前のワールドカップ最

終戦で板が折れ曲がるほど激しく転倒し複数個所の骨折を負いました。それでもオリンピックに

出場し予選を突破。そして決勝２本目では、高難度のルーティンを成功させました。 

平野選手は、前回２０２２年に開催された北京オリンピックでは、決勝２本目の演技で当時人

類史上最高難度ともいわれる大技を成功させました。しかし、思うような得点が出ず、会場には

驚きとどよめきが広がりました。それでも、平野選手は、気持ちを切らすことなく、３本目に再

び同じ大技に挑戦しました。そして見事に成功させ、悲願の金メダルを獲得しました。私は、そ

の時、とても感動したことを覚えています。また、その姿から、思い通りにいかないことがあっ

ても、自分を信じ、準備してきたことを出し切る勇気や長い努力の積み重ねこそが大きな成果に

つながるという事を改めて学びました。 

子供たちの日々の学校生活も同じだと思います。学習、運動、友達関係など、うまくいくこと

ばかりではありません。しかし、その一つ一つの経験が、確実に子供たちを成長させていきます。 

この１年間、お子様の成長ぶりはいかがだったでしょうか。身長や体重のように目に見える成

長だけでなく、できるようになったことがたくさんあることに気づくことと思います。こうした

お子様の成長のそばには、ご家庭での温かな見守りと励ましがあったことと思います。忙しい毎

日の中で、お子様の話に耳を傾け、時には悩みを受け止めてくださった保護者の皆様の存在が、

お子様の安心と挑戦につながったことと思います。 

子育ては、いろいろと難しいことも多くありますが、親として我が子が将来どのような大人に

なってほしいのかをきちんと持つことがとても大切だと感じています。その上に立って、今子供

に求めることは何なのかを考えていくことがよいのではないでしょうか。本年度が終了する今月

末にぜひ、お子様とこの１年の成長を振り返ってみてください。私たち教師も、保護者の皆様や

地域の方々と一緒に考え、ともに子供たちの成長に喜びを感じ、一人一人にあった教育をよりい

っそう進めていきたいと考えています。 
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